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概要 

高等学校の旧課程「地理Ｂ」での「地域課題を考察させるための授業」では、老年人口率が日本一の群馬県南牧村を

題材として、地域の課題を考察させる授業を行い、その教材・資料を作成する際の基礎データとして、国土数値情報を

活用しました。私の個人運営のサイト「GEOLINK(https://geolink.jp)」では、授業で使用したＷｅｂ地図を公開して

います。 

 

使用したデータの一部 

  行政区域      市区町村役場    医療施設 

  バス停留所(ポイント)     洪水浸水想定区域   

土砂災害危険箇所  

2019 年「地理Ｂ」の授業で、市町村別高齢化率が日本一の群馬県南牧村の地域課題を考察させるために作成した Web

地図の一つです。授業ではこの教材以外にも、村内の老年人口率や人口の分布図を Web 地図で見せたり、ビデオ映像

を見せるなどして，地域のかかえる課題とそれに対しての対応を「生活」「自然環境」「自然災害」「伝統文化」の４

つの側面について生徒に考察させました。とくにこの web 地図からは多くの集落が、村役場、ガソリンスタンド(燃

料補給所)、医療施設、食料品店、バス停などから離れ、さまざまなサービスへのアクセスが困難であること。土砂

災害危険箇所になっていている所が多く、土砂災害が発生したときに道路が封鎖され、多くの集落が孤立するリスク

があることなどを読み取らせました。 

https://geolink.jp/web/qgis2web_2020_03_20-19_16_56_476166/00008.html 

考察対象とした南牧村(2015 年田中が撮影) 

 

授業のイメージ 

https://geolink.jp/
https://geolink.jp/web/qgis2web_2020_03_20-19_16_56_476166/00008.html


 

 
 

平日の一日当たりのバスの運行本数の平均値（2010 年 7 月） 

 

 

 
 

地理Ｂ「地域課題を考察させるための授業」での生徒の考察まとめ(2019年 11月) 
 

効果・評価 

 地域課題を考察させる授業を、国土数値情報によって作成された地図教材と Web 地図を軸に進めたことで、生徒た

ちにその考察や課題の解決についての構想を、リアルに考えさせることができました。 

 

 

 


